『里山整備事業』実施要領
　　　　　　　　　　　　　
第１　趣旨

　この要領は、林沿部の森林整備のために関して必要な事項を定める。

第２　事業の目的

近年、豪雨・豪雪などの自然災害が頻発し山林の荒廃が進んでいる。同時に、山林と人里の境界があいまいになり、獣の出没が多発している。

このことから、「災害対策」「獣害対策」「景観対策」を通して、公的効果が発揮できるように、健全な里山づくりを進めることを目的とする。

第３　整備の範囲

集落や農地付近の林沿部であり、奥行き３０ｍを整備範囲とする。

第４　事業内容

１）規模要件

集落や地区の林沿部を広域的かつ組織的に取組み、地区内の一定量（概ね2/3以上）整備すること。

２）補助率

公的効果の発揮が目的であるため、１００％補助とする。

３）施業内容

＜対象となる施業＞

間伐、枝打および広葉樹植栽を対象とする。

○間伐・・・間伐率は３０％以上とし、その材を集積する。※林齢に応じた植栽密度

○枝打・・・災害や景観などを考慮し、枝を打つ。

○広葉樹植林・・・実施地区の計画を元に、サクラ・モミジなどを植林し、景観形成を図る。

＜間伐材の搬出＞

間伐材を出荷し、その収益を計画区域の枝打に充て、更なる里山整備を図る。

＜施業実施者＞

池田町森林組合が主体となり、計画地の整備を受託施業として実施する。

また、個人施業を行う時は、代理申請として取扱う。

第５　補助金の交付

池田町森林組合は事業完了後、池田町補助金等交付規則第１２条の規定に従い、町へ事業完告を行う。池田町は、完了検査を行い池田町森林組合を通じて補助金を支払う。

第６　事業期間

前期対策期間は平成２０年～２３年までとし、里山整備の必要性が高い地区を優先的に整備する。　後期対策期間は平成２４年～２９年までとする。（ただし、前期対策の状況により変更あり）

第７　事業計画

１）計画書の作成

本事業を実施しようとする地区は、地権者等の同意を得た上で、里山整備場所を決定すること。

特に、公的効果が発揮されるよう、広範囲にまとめて里山整備を行うこと。

　　　　必要に応じて、近隣の地区や地権者と話合い、広範囲の整備に心がける。

２）計画書の提出

　　　　次のとおりの書類を農林課へ提出すること。

1． 様式１に基づく全体計画書

2． 計画区域の位置図

　　　


（様式１）　【全体計画書】                     　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

池田町長　杉　本　博　文　様

代表者

△　△　△　△　　　印

平成　　年度　里山整備事業計画書

このことについて、下記のとおり提出します。

	地　係
	土地所有者名

又は権利者名

	印



	地区名　　　大字　　　字　　地番
	
	

	○○　　　１００－１０－１　
	△△△△
	

	○○　　　１００－１０－２
	△△△△
	

	○○　　　１００－１１－１
	△△△△
	

	○○　　　１００－１１－２
	△△△△
	

	○○　　　１００－１２－１
	◇◇◇◇
	

	○○　　　１００－１３－１
	◇◇◇◇
	

	○○　　　１００－１３－２
	○○○○
	

	○○　　　１００－１３－３
	○○○○
	

	○○　　　１００－１３－４
	○○○○
	

	○○　　　１００－１４　　
	＊＊＊＊
	

	○○　　　１００－１５
	＊＊＊＊
	

	○○　　　１００－１６
	＊＊＊＊
	


添付書類／里山整備を計画している位置図

≪同意事項≫

　本事業の実施にあたり、里山の機能維持・回復を図り、災害などが発生しないよう公的効果が発揮される事を目的とし、森林整備の取組みについて同意する。

1． 　上記地係において、里山整備による森林整備を実施することに、同意する。

2． 　上記地係において、広葉樹植林の実施に伴う土地使用承諾について、同意する。

3． 　間伐材の搬出・出荷に協力し、その収益を計画区域の枝打の充てる事に対し、同意する。

計画地となる、地係の記入。


地権者の氏名と同意印を得る。
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